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■
お
菓
子
産
業
が
テ
ー
マ
の
展
示
で
す　

モ
ノ
づ
く
り
の
盛
ん
な
足
立
区
で
す
が
、

実
は
お
菓
子
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
回

の
特
別
展
は
お
菓
子
づ
く
り
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
展
示
の
な
か
の
ひ
と
つ
、
動
物

ヨ
ー
チ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

■
動
物
ヨ
ー
チ
と
は
？　

ご
ぞ
ん
じ
で
す

か
？　

ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
、
ピ

ン
ク
、
ク
リ
ー
ム
、
黄
緑
な

ど
淡
い
色
の
砂
糖
掛
け
さ
れ

た
お
菓
子
で
す
。
動
物
ヨ
ー

チ
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
の

初
め
こ
ろ
に
は
あ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
盛
ん
に
食
べ
ら
れ

た
の
は
昭
和
三
〇
年
か
ら

四
〇
年
代
半
ば
の
こ
ろ
。

　

名
前
の
由
来
は
、
動
物
型

の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
と
い
う
こ

と
と
幼
稚
園
の
ヨ
ー
チ
、
も

と
は
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン

（
幼
稚
園
）
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と

い
う
、
英
国
の
お
菓
子
か
ら

来
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
製
造
者
は
こ
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
つ

け
る
ク
リ
ー
ム
状
に
な
っ
た
砂
糖
液
の
こ

と
を
ヨ
ー
チ
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
つ
く
る
メ
ー

カ
ー
が
な
く
な
り
、
現
在
で
は
関
東
に
二

軒
、
全
国
で
も
四
軒
く
ら
い
し
か
な
い
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
貴
重
な
一
軒
が
足
立

区
梅
島
の
黒
川
製
菓
で
す
。
看
板
も
何
も

な
い
住
宅
地
の
な
か
、
甘
い
香
り
が
た
だ

よ
っ
て
い
ま
す
。
む
か
し
な
が
ら
の
手
づ

く
り
で
、
動
物
ヨ
ー
チ
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
家
族
的
工
場
が
足
立
区
の

特
徴
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

■
つ
く
り
方　

左
の
写
真
は
、
こ
の
動
物

ヨ
ー
チ
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
要
の
道
具
。

実
は
、
と
て
も
細
か
い
針
が
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ヨ
ー
チ
付
け
機
の
持
ち
手
を
両

手
で
逆
手
に
持
ち
、
針
の
つ
い
た
面
を
下
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に
し
て
、
び
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
た
ビ
ス

ケ
ッ
ト
に
プ
ス
ッ
。
針
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を

刺
し
た
ま
ま
、
ヨ
ー
チ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
フ
ネ
に
、ち
ょ
っ
と
だ
け
浸
す
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
半
分
だ
け
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
ヨ
ー

チ
が
つ
く
よ
う
に
、
そ
の
加
減
が
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

ヨ
ー
チ
を
付
け
終
わ
っ
た
ら
、
再
び

ひ
っ
く
り
返
し
て
上
向
き
に
し
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
持
ち
手
、
ぐ
っ
と
押
し
て
下

げ
る
と
、
針
が
引
っ
込
む
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
す
る
と
、
上
に
の
っ
て
い
る
板

の
う
え
に
、
針
か
ら
は
ず
れ
た
動
物
ヨ
ー

チ
だ
け
が
自
然
に
残
る
と
い
う
仕
組
み
。

　

ヨ
ー
チ
を
乾
か
す
た
め
の
網
に
さ
っ
と

す
べ
ら
せ
て
移
し
た
ら
、
再
び
、
持
ち
手

を
上
に
上
げ
る
と
、
ま
た
針
が
あ
が
る
と

い
う
わ
け
で
す
。
動
物
ヨ
ー
チ
に
は
、
小

さ
な
穴
が
あ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
針
の

穴
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

　

動
物
の
種
類
は
、
三
〇
種
類
く
ら
い
と

い
う
の
で
、
一
袋
を
調
べ
て
み
た
ら
二
八

種
。
動
物
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
ト
、
さ
か

な
、
懐
中
時
計
・
飛
行
船
・
小
槌
・
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
、
な
ん
だ
か
縁
起
物
も
入
っ
て
い

る
よ
う
な･･･

。
さ
る
か
に
合
戦
で
し
ょ

う
か
、
鉢
巻
を
し
た
臼
と
栗
、
そ
し
て
カ

ニ
と
サ
ル
？　

ち
ょ
っ
と
、
区
別
が
つ
か

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
な
ん
だ

ろ
う
と
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
話
し
な
が

ら
食
べ
た
ら
楽
し
い
で
す
ね
。

�

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

北
千
住
駅
の
今
昔

佐
　
藤
　
貴
　
浩

　

最
近
、
北
千
住
駅
と
そ
の
周
辺
の
写
真

を
掲
載
し
た
い
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

の
要
望
が
多
い
。
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト

住
ま
い
カ
ン
パ
ニ
ー
の
「
二
〇
一
五
年
版

　

み
ん
な
が
選
ん
だ
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ

ン
グ 

関
東
版
」
に
よ
る
と
、「『
今
後
注

目
が
集
ま
り
、地
価
が
値
上
が
り
し
そ
う
』

と
思
う
駅
」
ラ
ン
キ
ン
グ
第
八
位
、「
複

数
路
線
が
乗
り
入
れ
、
起
点
と
な
る
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
ま
で
十
分
程
度
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
物
件
価
格
が
安
く
暮
ら
し
や
す
い
、

実
は
穴
場
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
二
位
を

引
き
離
し
て
ダ
ン
ト
ツ
の
一
位
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
北
千
住
へ
の

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で

こ
こ
で
は
、北
千
住
駅
周
辺
の
写
真
か
ら
、

北
千
住
駅
の
歴
史
を
見
て
み
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、
北
千
住
駅
が
開
業
し
た
の

は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
の
こ
と

で
あ
る
。
日
本
初
の
私
鉄
日
本
鉄
道
土
浦

線
の
「
北
千
住
停
車
場
」
と
し
て
開
業
し

た
。
前
年
に
は
日
清
戦
争
が
終
結
し
、
下

関
条
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
日
本

が
近
代
化
へ
の
道
を
進
ん
で
い
る
時
期
で

あ
っ
た
。
明
治
三
二
年
に
は
、
東
武
伊
勢

崎
線
が
開
業
し
、
日
本
鉄
道
土
浦
線
と
東

武
伊
勢
崎
線
の
乗
り
換
え
駅
と
な
っ
た
。

乗
り
換
え
駅
と
し
て
発
展
す
る
端
緒
が
開

か
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
九
年
に
は
、

日
本
鉄
道
が
国
有
化
（
旧
国
鉄
）
さ
れ
、

明
治
四
二
年
に
は
常
磐
線
と
改
称
さ
れ
て

い
る
。

　

図
１
は
、
明
治
三
二
年
に
建
築
さ
れ
た

駅
舎
で
、
昭
和
三
二
年
頃
の
西
口
の
様
子

で
あ
る
。
現
在
の
駅
舎
は
、
常
磐
線
・
伊

勢
崎
線
・
千
代
田
線
・
日
比
谷
線
・
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
五
路
線
が
乗
り
入
れ

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
ふ
さ
わ
し
い
地
上
四

階
地
下
二
階
と
い
う
立
派
な
建
物
と
な
っ

て
い
る
が
、
昭
和
三
十
七
年
ま
で
乗
り
入

れ
路
線
は
、
常
磐
線
と
東
武
伊
勢
崎
線
の

二
路
線
の
ま
ま
だ
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年

に
日
比
谷
線
が
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
駅
舎
を
大
改
修
し
た
の
で
あ
る

（
図
３
）。
そ
し
て
昭
和
四
十
四
年
に
千
代

田
線
が
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
大

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。

図
１
を
見
る
と
、
駅
舎
の
前
に
南
国
風
の

木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク

な
感
じ
を
受
け
る
。

　

画
面
左
側
の
手
前
に
は
、
広
告
が
書
か

れ
て
お
り
、
や
や
見
づ
ら
い
が
一
番
下
の

広
告
（
図
２
）
に
は
「
女
は
そ
れ
を
我
慢

で
き
な
い　

美
女
の
中
の
美
女　

島
の
女

　

８
日
ヨ
リ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
千
住
ミ

リ
オ
ン
座
の
広
告
で
、
千
住
ミ
リ
オ
ン
は

昭
和
二
十
五
年
に
現
在
の
千
住
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
場
所
に
開
館
し
た
洋
画

専
門
の
映
画
館
で
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
昭
和

五
十
七
年
に
閉
館
し
た
。
公
開
さ
れ
た
映

画
は
、
一
九
五
七
年
公
開
の
「
島
の
女
」

と
い
う
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
だ
と
推
測
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、イ
タ
リ
ア
の
有
名
女
優
で
、

ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
女
優
賞
に
輝
い
た
こ
と

も
あ
る
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
の
出
世
作
。

ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
は
、
日
本
の
テ
レ

ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
も
出
演
し
た
こ
と
も

あ
る
。
ま
っ
た
く
の
余
談
だ
が
、
城
み
ち

る
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
イ
ル
カ
に
乗
っ
た
少

年
」
は
、
こ

の
映
画
の
中

で
、
ソ
フ
ィ

ア
・
ロ
ー
レ

ン
が
イ
ル
カ

に
乗
っ
た
少

年
の
像
を
発

見
し
た
シ
ー

ン
に
由
来
し

図１　北千住駅西口（昭和 32年頃）

図２　広告部分の拡大
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伊
興
遺
跡
公
園
展
示
館
に
は
、
古
墳
時

代
の
祭
り
を
主
導
し
た
巫
女
と
そ
の
侍

女
、
ム
ラ
の
長
と
青
年
、
武
人
の
姿
を
再

現
し
た
古
代
人
の
人
形
が
計
六
体
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
古
墳
時
代
当
時
の
毛
長
川
沿
い
の
様
子

を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
正
面
入
り
口
の

す
ぐ
右
手
に
あ
り
、
そ
の
上
部
に
ム
ラ
の

長
と
青
年
、
二
名
の
武
人
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
巫
女
と
侍
女
は
、
正
面
入
り
口
か

ら
右
斜
め
前
方
の
展
示
ケ
ー
ス
の
上
部
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
墳
時
代
の
豪
族
な
ど
の
特
権
階
級
の

人
々
の
服
装
は
、
主
に
古
墳
か
ら
出
土
す

る
埴
輪
な
ど
か
ら
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
と
異
な
り
当
時
の
人
々
は
衣
服
を
左

前
に
着
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
下

さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
が
衣
服
に
使
用
し
た
繊

維
は
主
に
麻
で
、
こ
れ
を
機
織
り
機
の
前

身
で
あ
る
紡
錘
車
で
紡
い
で
麻
布
を
つ

く
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
高
松
塚
古
墳
内

の
壁
画
に
も
あ
る
よ
う
に
、
現
在
の
伊
興

遺
跡
に
あ
っ
た
ム
ラ
の
中
の
上
層
部
の

人
々
も
麻
布
を
染
色
し
た
衣
服
を
纏
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
人
形
の
巫
女
も
通
常
の
麻

布
の
衣
服
の
下
に
紫
色
の
麻
布
の
衣
服
を

着
用
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
巫
女
の
頭
頂

部
に
あ
る
髪
飾
り
の
横
櫛
は
、
実
際
に
伊

興
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
も
の
を

モ
デ
ル
に
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
女
性
は
島
田
髷
と
い
わ
れ
る
頭
頂
部

に
髪
を
団
子
状
に
し
て
盛
る
髪
型
を
し
て

い
ま
す
。

　
い
っ
ぽ
う
、
武
人
な

ど
の
男
性
は
美
豆
良

（
み
ず
ら
）
と
よ
ば
れ

る
特
徴
的
な
髪
形
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
美
豆

良
に
は
下
美
豆
良
と
上

美
豆
良
の
二
種
類
が
あ

り
、
長
と
青
年
は
前
者

で
、
二
名
の
武
人
は
後

者
の
髪
型
を
し
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
男
女
と
も

顔
に
赤
い
塗
料
を
施
し

て
い
る
の
が
印
象
的
で

す
。
こ
れ
は
、
本
人
が

も
っ
て
い
る
力
を
増
幅

さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
願
掛
け
し
た
ま
じ
な
い
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
現
代
と
は
異
な
っ
た
当
時
の

人
々
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク
し
に

い
ら
し
て
下
さ
い
。

�

（
遺
跡
発
掘
調
査
員
　
増
田
静
香
）

て
い
る
そ
う
だ
。

　

図
３
は
、
大
改
修
後
の
北
千
住
駅
の
写

真
で
あ
る
。
南
国
風
の
植
物
は
残
っ
て
い

る
。
図
１
と
比
べ
る
と
、
三
階
建
て
の
立

派
な
建
物
と
な
っ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か

る
。
地
下
鉄
の
開
通
に
あ
た
っ
て
は
、
商

店
街
で
全
店
大
売
出
し
と
花
で
飾
っ
た
自

動
車
の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
北
千
住
は
、
乗
り
入
れ
路
線

が
増
え
、
利
用
者
数
も
増
加
の
一
途
を
た

ど
り
、
平
成
四
年
か
ら
新
た
な
大
改
修
が

加
え
ら
れ
、
平
成
一
七
年
に
は
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
も
開
業
し
、
現
在
の
人
気
な

街
千
住
と
な
る
の
で
あ
る
。

�

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

伊興遺跡公園展示館
古代人のファッション点検

お
で
か
け
下
さ
い
　
地
元
の
古
代
　
④�

足
立
区
地
域
文
化
課
文
化
財
係

【
お
問
合
せ
】

 

文
化
財
係

電
話 

〇
三
―

三
八
八
〇
―

五
九
八
四

図３　改修した北千住駅

左からムラの長・青年・二名の武人 右から巫女・侍女
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〈再生紙を使用しています〉

　
千
住
酒
合
戦
か
ら
二
〇
〇
年

デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
合
戦
と

パ
ネ
ル
展

郷
土
博
物
館

　

文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
十
月
二
一

日
、
現
在
の
千
住
一
丁
目
二
四
番
に
あ
っ

た
飛
脚
宿
、
中
屋
を
会
場
に
、
酒
合
戦
と

い
う
催
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
事
は
千
住
の
文
人
、
弥
勒
庵
鯉

隠
が
、
親
し
か
っ
た
江
戸
の
著
名
文
人
た

ち
を
誘
い
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
琳
派
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
酒
井

抱
一
、
絵
師
の
谷
文
晁
・
文
一
、
さ
ら
に

儒
学
者
・
書
家
の
亀
田
鵬
斎
、
そ
し
て
戯

作
者
の
大
田
南
畝
が
招
か
れ
て
い
ま
す
。

足
立
出
身
の
戯
作
者
、
竹
塚
東
子
も
名
を

連
ね
て
い
ま
す
。
鯉
隠
は
事
前
に
彼
ら
の

と
こ
ろ
を
訪
ね
て
相
談
し
て
酒
合
戦
の

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
冒
頭
の
日
付
は
、

現
在
の
暦
に
直
す
と
十
一
月
二
一
日
と
、

ち
ょ
う
ど
一
月
後
に
な
り
ま
す
。
立
冬
を

過
ぎ
た
季
節
で
し
た
。

■
文
芸
作
品
を
創
る
酒
合
戦　
絵
師
、
書

家
、
戯
作
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
の

は
、
酒
合
戦
を
題
材
に
、
絵
巻
や
漢
詩
文
、

戯
作
を
創
作
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
か

ら
で
し
た
。
酒
合
戦
自
体
は
、
お
よ
そ

一
〇
〇
人
が
参
加
、
左
右
に
分
か
れ
二
人

が
相
対
す
る
よ
う
に
呑
み
比
べ
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
亀
田
鵬
斎
「
高
陽
闘
飲
序
」）。

　

酒
合
戦
は
話
題
と
な
り
翌
年
に
は
番

付
が
版
行
さ
れ
、
翌
々
年
の
文
化
十
四

（
一
八
一
七
）
年
に
は
創
作
さ
れ
た
書
画

の
展
覧
会
が
千
住
仲
町
の
源
長
寺
で
開
か

れ
ま
し
た
。

■
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
合
戦
と
パ
ネ
ル
展

　

酒
合
戦
で
作
品
を
創
っ
た
と
い
う
故
事

に
な
ら
い
、
二
〇
〇
年
目
の
今
年
、
郷
土

博
物
館
で
は
館
蔵
絵
画
を
用
い
た
デ
ザ
イ

ン
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
。
現
在
、

多
彩
な
作
品
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
応

募
作
品
の
紹
介
と
投
票
、
そ
し
て
千
住
酒

合
戦
や
千
住
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
「
千
住
酒
合
戦
＆
歴
史
大
全
」

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。
※
投
票
は
11
月

14
日
ま
で
。

▼
会
場
＝
東
京
電
機
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
北
千
住
駅
東
口
徒
歩
１
分
）　

▼
会
期
＝

10
月
31
日
～
11
月
23
日
（
時
間
は
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

▼
お
休
み
＝
11
月
２
・

８
・
15
・
22
日
の
東
京
電
機
大
学
の
休

校
日
は
お
休
み
で
す　

▼
入
場
料
＝
無

料　

▼
お
問
合
せ
先
＝
郷
土
博
物
館
（
℡

三
六
二
〇
―
九
三
九
三
）

　

遊
里
の
女
性
た
ち
を
生
き
生
き
と
描

き
、
江
戸
中
後
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
浮

世
絵
師
・
喜
多
川
歌
麿
と
栃
木
と
の
関
係

を
紹
介
す
る
、
と
ち
ぎ
蔵
の

街
美
術
館「
喜
多
川
歌
麿
展
」

（
11
月
29
日
ま
で
）
に
、
郷

土
博
物
館
の
浮
世
絵
が
出
展

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
屈
指
の
ス
タ
ー
絵
師

で
あ
る
と
共
に
、筆
綾
丸（
ふ

で
の
あ
や
ま
る
）
の
名
で
狂

歌
を
た
し
な
ん
で
い
た
歌
麿

は
、
狂
歌
を
通
し
て
栃
木
の

豪
商
た
ち
と
深
い
親
交
を
結

こ
こ
で
見
て
足
立
の
博
物
館
資
料

と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
に

郷
土
博
物
館
の
歌
麿
が
出
張
中

ん
で
い
ま
し
た
。「
喜
多
川
歌
麿
展
」で
は
、

そ
の
よ
う
な
栃
木
の
狂
歌
師
と
の
交
流
を

物
語
る
作
品
を
通
し
て
、
歌
麿
と
栃
木
と

の
関
わ
り
を
展
観
す
る
と
共
に
、
歌
麿
と

そ
の
弟
子
た
ち
の
画
業
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
明
治
の
元
勲
・
松

方
正
義
の
十
三
男
、
松
方
三
郎
の
旧
蔵
品

を
中
心
に
、
歌
麿
一
門
の
作
品
を
十
四
点

収
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
歌
麿
展
で

は
、歌
麿
の
《
手
鏡
の
母
子
》
を
は
じ
め
、

二
代
歌
麿
、
式
麿
ら
喜
多
川
派
の
作
品
、

八
点
を
出
展
し
て
い
ま
す
。
歌
麿
一
門
の

華
や
か
な
美
の
世
界
を
楽
し
み
に
、
足
を

運
ば
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術
館
は
栃
木
県
栃
木

市
万
町
３
―
23
（
℡
〇
二
八
二
―
二
〇
―

八
二
二
八
）。
月
曜
休
館
。
開
館
時
間
＝

九
時
～
一
七
時　
【
入
館
料
】
一
般
・
大

高
生
＝
五
〇
〇
円
／
中
学
生
以
下
無
料
で

す　
【
交
通
】東
武
日
光
線
、Ｊ
Ｒ
両
毛
線
、

栃
木
駅
よ
り
徒
歩
一
五
分
。

後水鳥記図巻（谷文一筆酒戦図部）

喜多川歌麿《手鏡の母子》
文化期（1804 ～ 1818）


